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研究成果の概要（和文）：次のとおり総括した。①北方四島の現地調査は、択捉島16カ所、国後島94カ所、色丹
島22カ所、歯舞群島の勇留島1カ所、総計133カ所の遺跡データを総括。②国内機関に保管されている千島・北方
四島の考古資料のデータ化を実施。③千島・北方四島の物質文化的な連鎖は旧石器文化からはじまり、北千島で
はカムチャツカの人々と文化的に融合し、続縄文文化からの狩猟採集社会の持続可能な自然環境と資源が存在し
ていた。④旧石器文化～アイヌ文化までの長期、北海道の先史文化が主体的に存続していたことを明らかにし
た。⑤千島・北方四島の民族的な文化接触、あるいは中央社会との物流交易は、8世紀以降から強まることを明
らかにした。

研究成果の概要（英文）：Research results are summarized as follows:①The field survey of Four 
northern Islands summarized data from a total of 133 sites: 16 on Iturup Island, 94 on Kunashir 
Island, 22 on Shikotan Island, and 1 on Yururi Islet in Habomai Archipelago.②Archaeological 
collections of Kuril Islands and Four Northern Islands, which are kept by domestic institutions, 
were digitized.③The material-cultural expansion into Kuril Islands and Four Northern Islands began 
with Paleolithic culture period and cultural fusion with the people of Kamchatka was observed on 
Northern Kuril Islands, indicating the existence of a sustainable natural environment and resources 
for hunter-gatherer social structure from Zoku-Jomon culture.④The prehistoric culture of Hokkaido 
existed unaffectedly over a long period of time, from the Paleolithic culture to Ainu culture.⑤
Starting from the eighth century, ethnocultural contact or logistical trade with central society in 
Kuril Islands and Northern Four Islands intensified.

研究分野： 考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、人類活動史の空白域である北方四島と千島列島の考古学的な歴史･文化構造を解明し、学際的かつ実
証的な総合的研究として意義深い成果をあげた。北方四島の現地調査では在住するロシア人研究者と連携し、歴
史･文化の共有を友好的に理解し社会的な意義を高めた。また、自然生態系や地質地震系の研究者とは研究成果
の共有をはかり、学際的な貢献を果たした。
特に、国が示す北方四島の歴史を先史時代の旧石器文化からはじまることを明らかにし社会貢献につながり、北
方四島の歴史･文化を次世代に継承する重要性を元島民と共にシンポジウムや講演などで公開し、正しい歴史認
識がもたれたことは北方領土問題解決に貢献する一助となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

北海道とカムチャツカ半島をつなぐ北方四島と千島列島は、戦前に鳥居龍蔵、河野常吉

などに代表されるように多くの研究者が日本北方域の歴史認識、あるいは人種論にかかわ

る研究が進められ人類学、考古学、民族学などからのアプローチで展開した。しかしなが

ら、この地域におけるフィールド調査は極めて少なく、基礎的なデータが欠落しているの

が現状である。戦後、このわずかなデータを手がかりに北方文化研究が進められてきたの

も現実である。しかも、戦前に収集された考古、民族資料、文献史料は日露両国に分散さ

れ、総体的な把握は未着手のまま現在に至っている。特に、北方四島は領土問題が未解決

のため、現地での自由なフィールド調査は極めて困難であり、半世紀以上も研究者の立入

は勿論、学術的な研究の進展していない空白の領域である。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、①先史時代における物質文化的連鎖現象の検証、②先史時代から歴史

時代における文化接触と文化拡散の検討、③狩猟採集社会の持続可能な環境と資源の検討

の 3 つのテーマを設定し、考古学を中心として文化人類学、民族学、民俗学、自然科学な

どからの学際的、かつ実証的な総合的研究を目指すこととした。 
 
３．研究の方法 

研究方法は、先史人類の北海道側の出入口である北方四島（国後島、色丹島、択捉島、

歯舞群島）のフィールド調査を主体に、国内外に保管されている考古・民族資料、文献史

料の調査などを総括的に調査、研究を進めることとした。 

北方四島はロシア連邦の実効支配化におかれていることから、ロシア側の研究協力者を

次のとおりパートナーとして現地調査を実施した。北方四島では、ザジラコ, A. L. : 国後

島古釜布郷土博物館、館長、スコヴァティツィーナ, V. M. : 国後島古釜布郷土博物

館、研究員、イワノヴァ, O. B. : 国後島古釜布郷土博物館、研究員、カイルスカヤ, E. 

V. : 択捉島郷土博物館、館長などの尽力で共同を実施した。サハリン州の情報や調査

協力などでは、イーゴリー, S. A. : サハリン州文化局、上級研究員、オリガー, A. S. : 

サハリン州郷土博物館、上級研究員の協力を得た。カムチャツカ州の情報や調査協力

などでは、プタシンスキー, A. : 国立カムチャツカ大学、教授の協力をえた。 

この成果を基に、日本北東部域の旧石器文化からアイヌ文化にいたる歴史･文化構造と、

その人類活動史についてグローバルな視点で明らかにした。 
 
４．研究成果 

研究成果は、次のとおり総括した。 

①北方四島の現地調査は、択捉島 16 カ所、国後島 94 カ所、色丹島 22 カ所、歯舞群島の勇留

島 1 カ所、総計 133 カ所の遺跡データ（緯度経度、遺跡の種類、時代、遺跡や遺物状況など）

を総括した。また、2018 年、2019 年の現地での学術調査では、現地で現存する遺跡について大

きな成果をあげた。 

②国内機関に保管されている千島・北方四島の考古コレクションの総括的なデータ化を実施した。総

括した考古コレクションは、市立函館博物館 582 点、釧路市立博物館 26 点、羅臼町郷土資料館 260

点、国後島古釜布郷土博物館 425 点、旭川市博物館 463 点、東京国立博物館 98 点、（独立行政法

人）北方領土問題対策協会 54 点の総計 1,908 点の遺物の計測、出土遺跡、時代や年代、写真など詳

細な資料データをまとめた。 

③千島・北方四島の物質文化的な連鎖は旧石器文化からはじまり、北千島ではカムチャツカの人々



と文化的融合が存在し、続縄文文化からの狩猟採集社会の持続可能な自然環境と資源が存在した

ことを明らかにした。 

④旧石器文化～アイヌ文化までの長期、北海道の先史文化が主体的に存続していたことを明らかに

した。 

⑤千島・北方四島の民族的な文化接触、あるいは中央社会との物流交易は、8 世紀以降から強まる

ことを明らかにした。 

先の③･④･⑤は、北方四島の現地調査、または国内に保管されている千島列島および北方四

島の考古コレクションなどのデータから明らかにしたものである。特に、北方四島の現地調査

で総括した遺跡基本データは、現地でなければ確認できない情報が多く得られたことは重要で

あり、継続した調査が必要であり当時の原風景を示す遺跡が現存することや現地で破壊された

遺跡など保存、保護についても大きな課題である。現地で確認し遺跡や史跡は、まだほんの一

部であり先史時代はもとより、さらに江戸末の史跡の評価や明治、大正、昭和の近代化遺産に

ついても保存、保護の検討が急務であり重要な課題である。 

本研究は、2023 年 3 月に研究成果の総括として、『北方四島と千島列島における人類活動史

の考古学的研究』報告書を刊行した。先の成果はもとより、報告書にはシンポジウムの開催の

記録を記載した。このことから、空白領域の研究は、本研究はもとより他分野においても新た

な問題や課題が存在し、その解決に向けた具体的な研究が必要不可欠であることを指摘してお

く。 

また、本研究を進める上で、新型コロナウイルスの世界的猛威、ロシアのウクライナ侵攻に

ともなう影響を大きく受け、調査活動の制限、研究成果公開の制限などにより、当初計画の遅

れが生じたことを付記する。 
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